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て
い
る
が
、
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
の

設
置
や
瓦
屋
根
を
軽
量
の
金
属
屋

根
な
ど
に
ふ
き
替
え
る
改
修
も
補

助
対
象
と
し
な
い
か
。ま
た
、人
家

が
密
集
し
た
地
域
で
は
、
多
数
の

火
災
発
生
も
予
想
さ
れ
る
。
自
ら

の
地
域
を
守
る
た
め
、
自
衛
消
防

隊
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　

答　

公
共
下
水
道
や
合
併
浄
化

槽
が
普
及
す
る
中
、
く
み
取
り
式

ト
イ
レ
の
設
置
は
考
え
て
い
な
い

が
、
公
共
下
水
道
が
利
用
で
き
な

い
場
合
で
も
使
用
可
能
な
マ
ン
ホ

ー
ル
ト
イ
レ
の
設
置
を
引
き
続
き

検
討
し
て
い
く
。
耐
震
シ
ェ
ル
タ

ー
は
、
来
年
度
か
ら
補
助
対
象
と

す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。
現

在
、
屋
根
の
み
の
改
修
は
補
助
対

象
外
だ
が
、
耐
震
設
計
で
屋
根
改

修
も
必
要
と
判
断
さ
れ
た
場
合

は
、
こ
れ
ま
で
も
補
助
対
象
と
し

て
き
た
。ま
た
、初
期
消
火
の
観
点

か
ら
、
自
衛
消
防
隊
の
必
要
性
を

感
じ
て
い
る
。現
在
、自
治
会
ご
と

に
自
主
防
災
組
織
が
組
織
さ
れ
、

共
助
の
核
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
初
期
消
火
や
人
命
救
助
の
担

い
手
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

　

問　

綾
南
地
域
の
住
民
は
、
厚

木
基
地
の
航
空
機
騒
音
が
激
し
い

状
況
下
に
あ
っ
て
も
、
国
防
の
必

要
性
を
理
解
し
て
生
活
し
て
い

る
。
せ
め
て
、
そ
の
他
の
地
域
課

題
の
解
消
に
向
け
、
力
を
傾
注
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う

な
中
、
以
前
か
ら
要
望
し
て
い

る
、
市
道　

号
線
拡
幅
の 
進 しん 　
  �
状
ち
ょ
く

１６

況
は
ど
う
か
。
当
該
路
線
に
は
、
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青
�　

愼

小
田
急
藤
沢
ゴ
ル
フ
の
間
に
コ
ン

ク
リ
ー
ト
塀
が
あ
る
。今
後
、　

年
３０

の
間
に　

％
の
確
率
で
大
地
震
が

７０

発
生
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、

危
険
性
は
な
い
の
か
。
ま
た
、
都

市
計
画
道
路
並
塚
笹
山
線
は
、
南

北
へ
の
延
伸
が
急
速
に
進
ん
で
い

る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
が 
進 しん 　
  �
ち
ょ
く

状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　

答　

市
道　

号
線
は
、
行
政
境

１６

の
道
路
で
、
本
市
側
は
市
街
化
が

進
ん
で
い
る
が
、
藤
沢
市
側
は
、

市
街
化
調
整
区
域
で
あ
る
。
こ
の

た
め
、
藤
沢
市
に
拡
幅
計
画
は
な

い
が
、
両
市
に
ま
た
が
る
課
題
と

し
て
早
期
実
現
に
向
け
、
検
討
協

議
を
進
め
て
い
る
。
コ
ン
ク
リ
ー

ト
塀
は
、
ゴ
ル
フ
場
に
確
認
し
た

と
こ
ろ
、
安
全
で
あ
る
と
の
回
答

だ
が
、
必
要
に
応
じ
安
全
対
策
を

要
請
し
て
い
き
た
い
。ま
た
、並
塚

笹
山
線
の
綾
南
ト
ン
ネ
ル
南
側
か

ら
蓼
川
ま
で
の
箇
所
は
、
蓼
川
橋

架
け
替
え
工
事
を
含
め
、
平
成　
２８

年
度
の
完
成
を
目
指
し
て
い
る
。

旧
藤
沢
座
間
厚
木
線
の
北
側
は
、

周
辺
関
係
市
と
連
携
し
て
事
業
化

の
検
討
を
進
め
て
い
く
。

（
ほ
か
に
「
特
殊
詐
欺
の
現
状
に

つ
い
て
」
を
質
問
）

綾
南
地
域
の
利
便
性
向
上
に
向

け
た
道
路
整
備
の
取
り
組
み
は

　
　
　
　
　
　

武
藤　

俊
宏

　

問　

平
成　

年
度
全
国
学
力
・

２５

学
習
状
況
調
査
の
結
果
が
開
示
さ

れ
た
。
情
報
公
開
請
求
に
応
じ
た

こ
と
は
評
価
す
る
が
、
こ
れ
ま
で

多
く
の
議
員
が
行
っ
た
教
育
に
関

す
る
質
問
に
対
し
、
結
果
を
基
に

し
た
議
論
が
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と

を
残
念
に
思
う
。
開
示
に
至
っ
た

経
緯
も
「
過
度
な
競
争
や
序
列
化

が
生
じ
る
恐
れ
が
あ
る
」
と
の
理

由
で
非
公
開
と
さ
れ
た
後
、
不
服

申
し
立
て
を
受
け
た
情
報
公
開
審

査
会
で
「
近
隣
市
の
多
く
は
公
開

請
求
に
応
じ
て
い
る
。
非
公
開
の

情
報
は
限
定
的
で
あ
る
べ
き
」
と

の
判
断
が
下
さ
れ
、
開
示
に
至
っ

た
も
の
で
あ
る
。
よ
う
や
く
開
示

さ
れ
た
本
市
の
調
査
結
果
を
ど
う

捉
え
、
対
応
し
て
い
く
の
か
。

　

答　

本
市
、
児
童
・
生
徒
の
平

均
正
答
率
は
、
全
国
平
均
を
１
割

程
度
下
回
っ
た
。
国
語
は
、
自
分

の
考
え
を
書
く
表
現
力
、
算
数
・

数
学
は
、
数
学
的
な
考
え
方
な
ど

に
課
題
が
あ
る
こ
と
、
加
え
て
、

生
活
習
慣
も
改
善
す
べ
き
点
が
あ

る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
学
力
向
上

に
は
、
児
童
・
生
徒
が
主
体
的
に

学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
分
か

る
授
業
を
行
う
こ
と
が
不
可
欠
で

あ
る
。
少
人
数
指
導
な
ど
、
き
め

細
や
か
な
指
導
体
制
を
進
め
る
と

と
も
に
、
健
康
的
な
生
活
習
慣
や

学
習
習
慣
の
確
立
に
向
け
、
教
育

委
員
会
と
学
校
が
共
通
認
識
の

下
、
連
携
し
て
取
り
組
み
、
確
か

な
学
力
の
向
上
を
図
っ
て
い
く
。

（
ほ
か
に
「
学
童
保
育
の
将
来
に

つ
い
て
」「
学
校
図
書
室
の
状
況
と

管
理
・
活
用
に
つ
い
て
」
を
質
問
）

全国学力・学習状

況調査の結果と課

題をどう捉えるか

新
政
会　
　
　

増
田
淳
一
郎

　

問　

私
た
ち
が
住
む
地
域
は
、

今
後　

年
の
間
に　

％
の
確
率
で

３０

７０

大
地
震
が
発
生
す
る
と
予
想
さ
れ

て
い
る
。震
災
時
、最
も
問
題
と
な

る
の
は
ト
イ
レ
で
あ
る
が
、
２
月

の
大
雪
の
よ
う
な
状
況
下
で
は
、

仮
設
ト
イ
レ
を
設
置
す
る
こ
と
は

困
難
で
あ
る
。
天
候
な
ど
も
考
慮

し
た
対
応
と
し
て
、
避
難
所
と
な

る
建
物
に
く
み
取
り
式
ト
イ
レ
を

設
置
し
な
い
か
。本
市
で
は
、木
造

住
宅
耐
震
化
補
助
事
業
を
実
施
し

　

問　

本
市
の
路
線
バ
ス
網
は
、

一
部
の
路
線
を
除
き
、
南
北
に
分

断
さ
れ
て
い
る
。
歴
史
的
背
景
や

バ
ス
事
業
者
の
事
情
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
理
由
が
あ
っ
て
の
こ
と
だ

と
思
う
が
、
利
便
性
向
上
に
向
け

た
改
善
を
願
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
中
、
市
総
合
都
市
交

通
計
画
に
記
載
さ
れ
て
い
る
、
湘

南
台
駅
と
海
老
名
駅
を
結
ぶ
基
幹

公
明
党　
　
　

松
澤　

堅
二

バ
ス
の
運
行
実
現
に
向
け
た
取
り

組
み
状
況
は
ど
う
か
。
ま
た
、
長

後
駅
西
口
発
、
長
坂
上
行
き
の
最

終
便
は
、
午
後
９
時
１
分
と
早

く
、利
用
者
か
ら
は
、増
便
し
て
ほ

し
い
と
い
う
声
が
あ
る
。
午
後　
１０

時
２
分
に
綾
南
会
館
行
き
の
最
終

便
が
あ
る
が
、
長
坂
上
行
き
に
変

更
す
る
よ
う
要
望
し
な
い
か
。

　

答　

市
役
所
を
経
由
し
、
湘
南

台
駅
と
海
老
名
駅
を
往
復
す
る
基

幹
バ
ス
の
導
入
は
、
平
成　

年
か

２５

路
線
バ
ス
の
利
便
性
向
上
に
向

け
た
取
り
組
み
の
進
�
状
況
は

ら
、
近
隣
市
な
ど
と
調
整
を
進
め

て
い
る
が
、
市
役
所
か
ら
海
老
名

駅
ま
で
の
間
は
、
既
存
路
線
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
導
入
は
困
難
な
状

況
に
あ
る
。
現
在
、
実
現
可
能
な

市
役
所
か
ら
湘
南
台
駅
ま
で
の
間

の
運
行
開
始
に
向
け
て
、
近
隣
市

や
バ
ス
事
業
者
と
課
題
の
抽
出
な

ど
を
行
う
勉
強
会
を
実
施
し
て
い

る
。ま
た
、
長
後
駅
西
口
発
、
綾
南

会
館
行
き
の
最
終
便
を
長
坂
上
行

き
に
変
更
で
き
な
い
か
バ
ス
事
業

者
に
要
望
し
た
と
こ
ろ
、
現
在
、

運
行
経
路
の
変
更
を
検
討
し
て
い

る
と
回
答
を
得
た
。
引
き
続
き
早

期
実
現
を
要
望
し
て
い
き
た
い
。

（
ほ
か
に
「
公
会
計
制
度
の
充
実

に
つ
い
て
」
を
質
問
）

市の花  ばら

３月２９日、３０日、「こどものまちミニあやせ」が開催されました。
さまざまな職業を疑似体験し、社会の仕組みを学びました＜文化
会館にて＞

今後発生が予想さ

れている大震災に

対しどう備えるか

高齢者が活躍でき

る新しい就労の仕

組みを作らないか

就
労
の
仕
組
み
づ
く
り
に
つ
な
が

っ
て
い
く
と
思
う
。
さ
ま
ざ
ま
な

働
き
方
を
分
か
り
や
す
く
紹
介
す

る
幅
広
い
窓
口
を
、
多
く
の
市
民

が
利
用
し
や
す
い
よ
う
、
市
民
活

動
セ
ン
タ
ー
に
設
置
し
な
い
か
。

　

答　

柏
市
の
仕
組
み
は
、
高
齢

者
に
と
っ
て
就
労
と
地
域
貢
献
を

併
せ
持
つ
理
想
的
な
就
労
形
態
だ

が
、
人
口
規
模
や
本
市
の
実
情
も

考
慮
し
、
高
齢
者
の
活
躍
の
場
を

検
討
す
る
と
き
の
参
考
と
し
た

い
。
ま
た
、
子
育
て
中
や
退
職
し

た
方
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
が
行
う
活
動

が
地
域
社
会
に
根
付
い
て
い
く
た

め
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
趣
味

を
生
か
し
た
社
会
貢
献
活
動
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
な
ど
の
幅

広
い
活
動
を
紹
介
す
る
窓
口
が
必

要
と
考
え
て
い
る
。
市
民
活
動
セ

ン
タ
ー
は
、
こ
の
窓
口
に
な
り
得

る
と
感
じ
て
お
り
、
今
後
、
民
営

化
を
予
定
し
て
い
る
セ
ン
タ
ー
に

そ
の
役
割
を
期
待
し
て
い
る
。

（
ほ
か
に
「
文
化
会
館
自
主
事
業

の
あ
り
方
に
つ
い
て
」
「
学
童
保

育
の
支
援
を
進
化
さ
せ
て
い
く
べ

き
と
き
で
は
」
を
質
問
）

　

問　

地
域
や
社
会
の
課
題
解
決

に
は
、
豊
富
な
経
験
を
持
つ
高
齢

者
や
退
職
し
た
方
の
力
を
活
用
す

る
仕
組
み
が
必
要
と
考
え
る
。
千

葉
県
柏
市
は
、
高
齢
者
が
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
に
応
じ
て
社
会
参
加
す

る
「
生
き
が
い
就
労
」
と
い
う
短

時
間
就
労
の
仕
組
み
を
作
っ
た
が

参
考
に
し
な
い
か
。
ま
た
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
な
ど
、
市
民

に
広
く
知
ら
れ
て
い
な
い
就
労
の

形
を
紹
介
す
る
こ
と
が
、
新
し
い

改
革
フ
ォ
ー
ラ
ム　

安
藤
多
恵
子


